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	応用
	抗原情報
	背景
	αアクチニンは、αおよびβスペクトリンやジストロフィンなど、多様な細胞骨格タンパク質からなるスペクトリン遺伝子スーパーファミリーに属します。αアクチニンは、異なる細胞型で多様な役割を果たすアクチン結合タンパク質です。非筋細胞では、細胞骨格アイソフォームはミクロフィラメント束や接着型結合部に沿って存在し、アクチンを膜に結合させる役割を果たします。一方、骨格筋、心筋、平滑筋のアイソフォームはZ板や類似の緻密部に局在し、筋原線維アクチンフィラメントを固定する役割を果たします。この遺伝子は、非筋細胞骨格のαアクチニンアイソフォームをコードし、構造的に類似した赤血球βスペクトリン遺伝子と同じ部位にマッピングされます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする3つの転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2008年7月],機能：F-アクチン架橋タンパク質。アクチンを様々な細胞内構造に固定すると考えられている。これは束状タンパク質である。,類似性：α-アクチニンファミリーに属する。,類似性：アクチン結合ドメインを1つ含む。,類似性：CH（カルポニン相同）ドメインを2つ含む。,類似性：EFハンドドメインを2つ含む。,類似性：スペクトリンリピートを4つ含む。,細胞内局在：心臓および骨格筋のZ線において、MYOZ2およびPPP3CAと共局在する。,サブユニット：ホモ二量体；逆平行。DDN、MYOZ2、PDLIM2、TTID、LPPと相互作用する。,
	研究分野
	接着斑;接着結合;接着結合;白血球の内皮透過移動;アクチンと細胞骨格の調節;全身性エリテマトーデス;不整脈性右室心筋症 (ARVC);
	画像データ
	

	1:200 に希釈した α-アクチニン マウス mAb を使用した、パラフィン包埋ヒト乳癌組織の免疫組織化学分析。
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